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発行 １９．４．１９ 

ＪＲ東労組  業務部 

・職場における技能講習期間は変わらない。 
・これまでも新入社員としてのスタートは駅からであった。お客さまに一番近いのは駅である。今後も
駅を皮切りに運用していく。 
・新入社員で大卒女性が一番増えている。今のライフサイクルでの年齢を考えると、妊娠、結婚、出
産と重なる可能性が高くなり、長期間の研修に臨めなくなる。ジョブローテーションは、ライフイベント
に対応できるように、仕事と育児を両立できるような柔軟な人事運用の一つの現れである。 
・駅・車掌・運転士の経験の順番が変わっても、転勤などしてもらうので経験値は高まる。 

・一か所で留まると経験値が頭打ちになる。他の運輸区に行ったり指令を経験したり、指導をやった
り、幅広い経験を積むことで全体のスキルが上がることを期待したい。 
・必要なスキルを職場単位で持つことが重要だ。ジョブローテーションは多様な社員が多様な面で安
全を見直すとなれば安全のレベルが上がる。 
・同じ人が指導操縦者を続けていくより、育てることも重要だ。情熱を持った指導操縦者がいること
は会社としていいことだし、育てていくためにもジョブローテーションを回したい。 
 

・対象は一般職で管理職は対象外となる。主幹職（助役）以上は対象にならない。 

・他系統の施設や電気は対象ではない。基本的にジョブローテーションの念頭にない。 
・エルダー雇用社員も対象外。 
・国鉄採用でも JR採用でも対象になる。 
 

・人事制度なので、乗務員だけではなく駅で働く運用もあることから、駅の変革が進む中で関連して
いくことになる。 
・営業職、輸送職、乗務職に入った瞬間に適用される仕組みである。 
・支社に行くと対象から外れるが、現場に戻ればジョブローテーションの対象になる。 
・新幹線は人気のある職種なので、やる気に応える意味でも、運転士も車掌も公募制をおこなってい
きたいと考えている。 
 

・首都圏 7支社限定とは言え、駅・車掌・運転士の 3職を経験し、輸送サービス全般をしっかりとマス
ターするのは、会社として意義あるものだった。 
・ジョブローテーションにライフサイクル深度化の施策を取り込み、一体としてやっていくことで、今回
廃止を提案した。 
・系統のプロづくりの議論があった。車掌から他職場の車掌への異動もある。 
・駅に異動する方が、出向する可能性はゼロではない。 


